



























































春 も 過 ぎ 陽 気 も 少 し 静 ま っ た の で 此 頃 ハ あ ま安 心 し て 如 何 二 文 部 省 二 要 や 娘 を 出 品 す る コ
〔 満 谷 の 似 顔 絵 〕 生
【 解 説 】 「 鉄 砲 玉 」 に つ い て は 未 詳 。 「 文 部 省 」 と は 、
おそらく明
治 四 十 一 年 十 月 五 日 ！ 十 一







五 十 七 年 七 月 、
五 五 八 頁 、
以 下 文 展 ） の こ と
で、
国四郎はそこに
〈 車 夫 の 家 族 〉 を 出 展 し て い る 。 ま た 「 要 や 娘 」 を モ デ ル に 、
書
簡 の 前 年 、
明 治 四 十 年 三 月 二 十 日 ー 七 月 十 三 日 の 東 京 勧 業 博 覧 会
美 術 展 覧 会 （ 「 日 展 史 』 一 、
五 五 六 頁 ） で 一 等 賞 牌 を 受 け た 〈 か
りそめの悩み〉を描いている。
他 に 、 「 要 や 娘 」 か は 判 然 と し な
いが、
女 性 二 人 を 描 い た 〈 購 夢 〉 （ 明 治 四 十 年 十 月 i + 1 月 の 第
一 回 文 展 に 出 品 、
文 部 省 買 上 げ ） が あ る 。
＠ 明 治 四 十
一年 七 月 二 十 五 日
ハガキ
一 発 信 者 掬 】 東 京 日 暮 里
満谷国四郎
[ 受 信 者 欄 】 京 都 上 京 区 下 長 者 町 室 町 通 り 西 入 （ 北 側 ）
薄 田 淳介 様
【 発 信 局 印 】 下 谷
4 1. 7 .25
一 受 信 局 印 】 京 都
41.726
后11,12后io,
こ を 云 ふ 人 間 が 出 来 タ ラ 面 白 い た ろ を
昨 今 の 暑 さ 京 都 は 如 何 で
0 0 
国木田の 涛 声 ハ 僕 の 手 二 無 い の で す か ら 其 ノ 内 二 見 付 て 御
送
今 年 の 侠 の 身 内 屎 覧 会 の 「 カ タ ロ ク 」 見 給 し 哉
月二十五日【 解 説 】 国 木 田 独 歩 は こ の 年 の 六 月 一
1十 三 日 に 肺 結 核 の た め 病 歿
゜
国 四 郎 は 、
国 木 田 が 編 集 長 を 務 め た 近 事 画 報 社 刊 「 近 事 画 報 」 で
挿絵 を 担 当 し て お り 、
独 歩 葬 俄 の 際 に は 弔 辞 を 読 ん で い る 。
そ の
た め 、
泣 難 が 国 四 郎 に 独 歩 「 涛 声 」 （ 彩 槃
閣 、
明治四十年五月）
の 入 手 を 頼 ん だ の で は な い か 。
泣 座 と 独 歩 の 関 係 に つ い て は 、
荒
井 真 理 亜 に よ る 解 説 「 薄 田 泣 塑 と 国 木 田 独 歩 」 「 倉 敷 市 蔵 薄 田
泣
塑 宛 書 簡 集 作 家 節 」 （ 八 木 昏 店 、 二 0 一 四 年 ＝ 一 月 ） に 詳 し い
。 「 身
内 展 覧 会 」 に つ い て は 未 詳 。 付 し ま す
七
す






□ 6 , 7


















































































































































































































の目坑ハあまり売れんで失敗／＼とやられ のもシャクだから琉球二行きがけ でも少シ大阪で人二遇ふて少シ 見当ハ付けて設いて遠つて多少目 たらしき物 も集めて
相当自信のある作丈
廿枚でもよいから見て貰ふて多少の効果を上げて（上けらるレバ幸速として）引下るつもりなのだから会場
可成大阪倶楽部の
一
室でもかりて品よくごたくせん様二やりた
此の点も内々
ニして好機二高木君二話して見てクレませんか、悪田長公何と云ひ出すか分らん ら急で愚意を申出候コトなり
【解説
】
「満谷国四郎残照」一0七110八頁に紹介あり。消印
から大正七（一九一八）年に柑かれたもの。泣巡は明治四四(-
国
九ー一）年から兵廊県西宮に居住、四五年に大阪毎日新聞社に入社、大正四
(l
九一五）年から学芸部囮部長となった。
この嘗簡には、展覧会の開他、絵の創作について悩む国四郎の心情が綴られている。国四郎
は大正三年に二度目の洋行から惟国後、
展蔑会を催したが、その作風 急激な変化により評判は芳しくなかっ
た。「後期印象派の直接的な影響を指摘するものがほとんど
で、好意的なものは皆無に近」（宮本高明「満谷国四郎の酉業」『溝谷国四郎
展」五頁）かった。国四郎自身は手記で「四十代の苦悩
時代」（「満谷翁酉譜J)と表現しており、
大正七年は国四郎四四
歳の年にあたる。
鼻
「模索の時期」（「満谷国四郎展」一三0頁）のもので、自信の
ある作だけを発表し い、売ることに失敗しても良心に咎めることはしたくない、という気持ちを持っていたこと 窺える。
“さひ・』
「薄田長彦」は、関西の洋画商として知られた人物で、「薄田長彦（文久三(-八六三）ー大正一四(-九二五））は岡山生まれ、明治四三(-九一0)年に京都で三角堂（当時の店名 三角屋
）
を開菜」、「全国的な意味でも洋画商の最古参」（「日本洋画商史」三九四頁）とされる。なお、「
満谷国四郎残照
J
l 
O七頁には、
（ママ）
「藤田長彦氏や高木君というのは画廊や百貨店 美術部の人で展覧会のプロモーターの役をしていた方でしょう。当時大阪毎日新聞の学芸部副部 だった泣型に側面的な援助を期待したものと思
（ママ）
万
われ
ます」と
あり、国四郎自節メモにH膝田君貸」藤田君あっ
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此の間貨作を頂殴して御礼が後れました
四五日旅行
した時に携へてよく拝見しました
今春西二行く筈の処段々後れ
（ママ）
ていつと定められねコトニ成った
普諸の金がどーニも足りな
くなったら国に行くかどーかするつもり
二三百円の酉を十人ば
御不沙汰 かい」（「満谷国四郎残照
j
二0四ーニ0五頁）、
とあることを紹
介して るが、
これらも薄田長彦のことと思われる。
「方友会」については、「洋画の普及を目的とする石川寅治、
中
沢弘光、
中川八郎、
安田稔四氏は今回方友画会を組織し四月三十
日三越旧館に小品展覧会を開く」（「文藝美術」「東京朝日新聞」一九一六年四月三十日）とある。石川、
中川は太平洋酉会結成時
のメンバー。書簡の「増田氏」は未詳。
「高木君」とは、
大阪毎日新聞社の営業部長を務め、
大正七年
十二月に大阪毎 新聞社が「合資会社を株式会社に組織変更」（ 毎日新聞七十年』、
昭和二十七年二月、
一七七頁）した際には、
取
締役かつ専務（大阪在勤）
となった高木利太であろう。
． 
7.6.127
.6.13 
⑳大正七年六月 日
封書
フデ
【発信者欄】束京日暮里
満谷国四郎
十二日〔封筒襄〕
｛受信者欄一兵態県摂津西の宮
薄田淳介殿〔封筒表〕
【発信局印】EU
后1,2〔封筒表〕
【受信局印】西宮
后0‘2〔封筒裂〕
かり二頼み込む虫のよい考
を起して此地て
やって居る
たらどーにかなるだろー
最もだろーだかと思ふて居る
其のあ
てさへ付けバ金の融通ハすぐ簡単二付くので僕も一世一代の無理をやって見るコトニしてるが
よんど困ったら西二行って三ツ四ツ
（ママ）
造つつもりです
そこら二落ちて居ないかね
面室ハ今月中二出
来る
今度ハ西洋の田舎の家の様二
i寸面白いのか出来る
ハ
賠舎ぐらいのを造つて入り込むつもりです
何れ又
四五日上州二行候
歩いて見
【解説】r満谷国四郎残照」一0七
·-I
0八頁に紹介あり。消印
から、
大正七（一九一八）年六月十二Bに密かれたもの
と思われ
る。国四郎は、
大正七年九月、「日経里から板棉区下落合の新居
に転宅」（「濶谷国 郎残照」ニー四頁）した。若作を贈ってもらったことへの礼、
新居の普陪のため金策を実家に頼もうかと考え
ていること、
金策のため作品を造って売るつもりのことなどが記
され 。
画室は西洋田舎風の「一寸面白いの」を予定して るが、「住
居ハ鶏舎ぐらい」のつもりであった。
この画室については、
大正
10年、「下落合の画室OOきに際して展質会を開催」（「満谷国四郎展
jl
四八頁）したことが知られる。
この音節は六月十二日のもので、
六月四日の新聞記事によると
「満谷国四郎氏は中禅寺湖へ写生旅行に
赴きしが此程帰京、
尚ほ
十二日
薄田君
机下
住居
今日から
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⑰大正七年十月二十二日（年推定）
｛発信者欄】束京
満谷
一受信者欄】兵郎県西宮
薄田泣堕殿
百信局印】〔判読不能〕口口．□4〔判読不能〕【受信局印】なし
ハガキ
ベン
氏は目下下落合に住宅と画室を建造中」（
「よみうり抄」「読売新
聞j―九一八年六月四日）とある。新聞記項を信用すると、
六月
四日の時点で国四郎は既 中禅寺湖から焔京
していることとなる。
杏節文末 「今日から四五日上州二」
を、「満谷国四郎残照」一
0八頁では「中禅寺湖へ写生旅行（手
紙の
中の上州旅行）」とし
ているが、
さらに検討する必要があろう。
正確には、
中禅寺湖は
栃木県日光市（下野国、
野州）であり、
上州（上野国）
は今
の群
馬県あたりである。
なお上州へ旅行したという記事は発見できて
いない。
泣墓が国四郎に賠ったとされる、
書簡冒頭の
「投作」にあたる
ものとして、「満
谷国四郎残照」の推定では、
「貨作（「象牙の
塔」？）」とされている。
しかし、大正七年まで
には
「象牙の塔
j
（大正三年八月）以外に、『茶話」（大正五年十月）、「子守唄
j
（大
正六年十二月）、「後の茶話」（大正七年四月）もあ
り、
時期的に
最も近接しているのは
話」
である。
此の間ハ弥次馬二行って直二還った
義理（モ可笑しいが）二つ
まつて行った形です
御目二懸れないので残念です
十月廿二日
〔衷面は〈江畔漁商〉の絵（カラー印刷）、「第十二回文部省美
術
展覧会出品」（上）
「江畔漁商
満谷国四郎氏策」（下）の印字あり〕
【解説】第十二回文展の開佃が大正七年十月
十四
日i十一月二十
日（「日展史」五
文展絹五、
日展史絹纂委員会、
昭和五十六年
六月、
五
四九頁）
であることから、
この年
の菜書と推定される。
この年の
文展に関する新聞記事に
「昨日は華々しい文展の招待日
であった、
前夜は夜の白々となるまで陳列をやり目録まで立派に
整つて午前八時招待客が自動車をならべて来る頃には美装を誇つてゐた、
此日の出品者の美術家やその家族がまづ中心で
大森、
古
市の諸博士が見え徳川頼倫侯や近術文暦伯の姿も見えた、（中略
）
洋画の五つの部屋はやはり静かに観照する人が多く院展の人達が満谷国四郎氏を取巻いて笑ひ話しを交したりしてゐた」（「華やかな招待日」「読売新聞」一九「八（大正七
）年十月十五日）
とある。
術簡中の「義理」 ために「弥次馬二行って」という記述 、
文
展に赴いたことかどうかは不明。⑳大正十＿＿一年十月（年月推定）
【発信者欄】東京
満谷
【受信者欄】兵庫県摂津西の宮
蒋田淳介様ハガキ
ペン
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来月八日頃より神戸で箇展をやります戸てやるコトニ付てハ委細のコト後で御申送クルペ＜侯社の人々二得置くコト御取計て被下度候〔ハガキ哀は〈彩呆〉．の絵葉掛（カラー）、「帝国美術院第五回美術展覧会出品」（上）「彩呆
滴谷国四郎氏節」（下）の印字あり〕
【解説】第五回帝展が大正十三年にあり、「神戸で箇展」が大正十三年十一月神戸：大阪商船ビルディングでの個展に合致するため、
大正十三年の菜聖であろう。盃来月八日頃」とあるのが、
実
際には「十一月、
個人展覧会を神戸；大阪商船ビルデイングにて
開他(+一月 二日i十一月十六日） 「満谷国四郎屎
j
―四八頁）
であったようで、
十月の葉書と推定される。
13.11.25 
⑲大正十三年十一月二十五日
【発倍者欄】神戸市葺合町110九五ノ十二
満谷国四郎〔封筒衷、
フデ〕
【受信者欄】武耶郡西の宮
薄田淳介殿〔封筒表〕
【発信局印】茸合【受信局印】なし 一発侶局印】判読不能【受信局印】なし
后4‘6
フデ
亀高五市〔印字〕
封書
了解を
兼ての御勧誘二背いて神
薄田兄
侍史
今一度御談二参り度存居候処
肖像の用事かあったので遂
二暇を不得
失礼して明日京都へ参り―二日用事を済して帰京可
仕侯
咋日一日郊外の紅菜を見二行きましたが一週間も後れて半
冬痕色二務き申候「カタロク」一部此間持参を忘れ候二付御送り申上骰候
全て一度見て骰いて貰ひたかったと存候
勿論良い
の丈
他のハ不見に
金陵以外のハ君の処二置かれてよいと存候
還ったら送ります
御大切二
奥様二宜しく
滴谷
【解説】「満谷国四郎残照
j
―!O頁に紹介あり。「京都へ参り」
は、
帝展
の京都陳列会の関係で訪れた可能性が考えられる。
京都
陳列会の「会期ハ十一月二十七日ヨリ十 月十一日マテ十五日間トス」（「日展史7
帝展編二」日展史編集委員会、
光琳社、
昭和
五十七年十月、
六五五頁）とされており、
搭簡の時期と合致する。
「カタロク」もその関係か。 金陵」については未詳だが、
大正
十二年、
十三年と中国に赴いており、
十三年十一月の神戸・大阪
商船ビルディングでの個展で〈鎖江甘露寺〉、〈西湖〉、〈寒山寺〉など、
中国をモチrフにした作品を出展している。
金陵（現在の
南京）も鎖江に近いことから、
そこを銑台にした
作品があったと
も考えられる。 拝啓
廿四日
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®大正十五年（年推定）ハガキ【発信者欄】束京下裕合満谷国四郎 ⑳大正十三年（年推定）ハガキ【発信者欄】束京
満谷国四郎
【受信者欄】兵庫県摂津西の宮【発信局印】判読不能[受信局印】なし
ペン 薄田淳介様
近来の御健康如何二候や
此の間松尾君が御訪問之御様子を知ら
せクレ候
御仝情申上候、
何か其内約束を果し可申候
〔衷面に〈後庭〉画（カラー 刷）、「帝国美術院第五回美術展党会出品」（右）「後庭
消谷国四郎氏箪」（左）の印字あり〕
【解説】帝展第五回が大正十三年に開価されたことから大正十三
年のものと推定した。泣型はバーキンソン氏病の進行が著しく歩行困難となり、大正十二〈一九二三）年、「ーニ月一六日待命休戟、事実上大毎から引退」（「泣箆残照」満谷昭
夫、
創元社
、平成十五
年一月、
ニー六頁）している。
その見絆いに「松尾君」（『滴谷国
四郎残照」五三頁による 、「国四郎の親友で六高の教授で三夫（国四郎の甥で国四郎が菱子としたー引用者注）の恩師であった松尾哲太郎先生」）がこの頃泣巡を訪問したのではないか。
ペン
しく
【受信者欄】兵血県西の宮市川尻【発信局印】判読不能【受信局印】なし
度正十五年九月二十七日（年推定）封書
ペン
何れ又
満谷
奥様宜
簿田淳介様
拝啓
過日旅行不在中御作品御送附被下難有奉存候
御礼を出し
た様二も思へるし又忘れてる様二も思へますので
此の間又支那
二行って来ました、
三角堂か三越と組んで画を廿点はかり借して
クレと言ふ てますガ画か少ないのでまだ決定しませ
ん、
モシ
スる様でしたら新聞社の方をたのみます〔衷面は〈裸女〉画カラー印刷、「第一回型徳太子奉粛美術展覧会出品」（上）「裸女
満谷国四郎」（下）の印字あり〕
【解説】第一回座徳太子奉附美術展覧会が大正十五(-九二六）
年五月一日1六月十日（「日本美術年鑑」昭和二年、
国昏刊行会、
平成八 八月〉まで開他されており、「此の問又支那二」が国四郎の三回目の中国旅
行を指すと判断し、
大正
十五年と推定した。
大正十五年五月頃だとすると、「御作品」に該当するのは、「泣蔑文集」（毎日新聞社
、
大正十五年五月）か
。
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【解説】「満谷国四郎残照
J
10九I―10頁に紹介あり。前掲
害―10頁には、「大正一三年(-九
二四年）
と推定とあるが、
消印を凝視すると、口5
.□27と判読でき、
内容から大正十五年九
月二十七日が妥当だ 判断した。書簡中の「年中行事」とは、
あ
四郎
侍
史
九月二十七日
拝啓
秋冷の候御元気如何候
此の節ハ御持病如何ですか
外の
散歩時朝少シハ御出掛ケですか、今日御新著頂戴難有候
悠々拝
見を楽み面白候
又年中行事初りのコトに御座候
罷居も陪居二
ならず閉口候へども拗ける丈拗く方が延命の秘訣でもあり又働かぞし一丘乞‘（の金と3またなし人の為身の為と感念仕候
三角堂と
大阪三越の勧めて今十一月中旬三越二三十点パかり借すつもり二候支
那の（今春の）か過半あるしまとまった物丈見て賞ふつ
も
り二御座候
毎日社の大鼓を其の節ハ願ひたい
御口添への労を
たのむコトに御座候
十一月に入って開会のまへぷら／＼西下し
又御目二懸つて万々頼候．
祈御摂登．
簿田賢兄
ます
国
一発信者欄】東京下落合七五三
満谷国四郎
〔封筒衷〕
【受信者欄】兵那県西の宮市
簿田淳介殿〔封筒表〕
[発信局印】〔判読不能〕口5
.D
.27
后D'口
[受信局印】なし
九月二十七日
草々
四月五日
瀾谷
侍史乍末奥
2.4.5 
后4,6
封書
ペン
又今
るい
は毎年十月中旬から開他されていた帝国美術院展覧会（帝
展）のことか。
国四郎
は大正十五年の第七回帝展委貝に任命され
ており、仕事の為「阻居」にならないと愚痴をこぽしている。「御新著」は、「太隔は草の香りがする」（アルス、
大正十五年九月十
七日）であろう。⑬昭和二年四月五日
【発信者欄】東京下落合七五三
滴谷国四郎
五日〔封筒裏〕
I受信者欄】兵血県西の宮市分銅町
薄田淳介様〔封筒表〕
【発信局印】且【受信局印】なし拝啓御元
気二候
や
先日は能＜々大変御馳走二成りました
日ハ銘酒沢山御恵投被下御好意難有奉存候る処甚だ／＼典味を有し候二存居候
近々飲み比べが出来
只急二大酒家二成れないコトを遺憾
大阪箇展も実質二をいてハ神戸くらいの結果二成れソ
ーなので喜ぴ居候、今一ツハ画かケ成残ったコトか如何にも鉗しい画
家ハ妙な商買で甚だ矛盾して居ります
、三
越から送金が後
れた為二休業銀行の禍をまぬかれ何か幸二成るやら分らぬもの二候、
散歩の好時節精々御運動御摂狡二御つとめ被成度候
様二宜しく
御礼迄
博田学兄
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⑭昭和――一年九月一日
【発信者欄】東京下落合
滴谷国四郎〔封筒衷〕
【受信者梱】兵即県西の宮市分銅町
痺田淳介殿〔封筒表〕
【発信局印】□3【受信局印】なし
暫く御不音二打過候
御健勝コト奉賀候
陳は今回ハ松尾
君の御尽カニより不思儀二御縁辺無滞相まとまり候事
鈍甥三夫
の幸福多大なる事と欣喜仕候
御一覧の如き若者何分宜しく願上
侯先
般東上久し振りの風裁一見よくも貴家の御鑑別二合格致
せ
し者と徴笑を禁ぜられ得ざ し事に御座候
取不肯御挨拶申上候
敬具
九月一日
簿田学兄
御令夫人殿
【解説】「鈍甥
三夫の幸福多大なる事」は、
国四郎の蓑子であっ
た三夫と、
泣置の長女まゆみの結婚のことを指す。
書簡⑳にも出
た松尾は「結婚を仲介し仲人」（「液谷国四郎残昭
�j
五三頁）とな
拝啓
満谷 3.9.1 
口口
'2
封書
フデ
【解説】「大阪箇展」が、
おそらく昭和二年三月五日ー九日に大
阪で開他された「滴谷国四郎油絵展覧会」（「三越美術部一00
年
史」株式会社三越、平成二十一年
三月、
四七頁）を指すか。「休
業銀行の禍」とは、
昭和二年三月に発生した金融恐慌のため、
銀
行が二呼休業状態へ追い込まれたことを指すのであろう。
国四郎
薄田学兄
候へど其内又西下可仕候
侍
史
3.1029
前lo•
ロ
⑮昭和―――年十月二十九日
封書
フデ
【発信者欄】岡山にて
満谷国四郎
【受信者欄】兵庫県西の宮市分銅町【発信局印】□山【受信局印】なし
目
十月二十九日
昨夜は松尾君御夫婦の一方ならぬ御心尽し二よりて式も無
滞進行目出度相結び候
御安心被成度候
小生も
封を破つて放下
の一節を謡ひ申候
実二我物一ツ失ひたる寂しさは残り侯へども
更二新二芽ぐみ行く光明を思ひて胸なでをろし候
十年の昔を思
今回はガら二なき忙しさの為二拝眉を不得
先は御喜び迄
一解説】省簡⑭と関連するもので、
三夫とまゆみの結婚式が松尾
夫要の媒酌のもと、
無事に済んだことを伝える内容となっている
。
なお結婚式には「泣巡はバーキンソン氏病の進行で歩行困難に
な
っていたため欠席」（「湖谷国四郎残照」五三頁）したため、
国四
郎が泣照にこのような宙筒を宵いたものと考えられ
る。
柑簡には
「放下の一節を謡ひ」とある
が、
国四郎は、「満谷国四郎氏
早々
ひ出で候事 御座侯拝啓 っている。
十月二十九日〔封筒衷〕薄田淳介殿〔封筒表〕
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⑯昭和八年一月二十八日
ハガキ
ペン
【発信者欄】東京淀橋区下落合七五三
満谷国四郎
【受信者襴】兵庫県西の宮市分銅町二三
薄田淳介様
【発侶局印】落合長埼【受信局印】なし
朝日貨二付御艇被下辱＜奉存候
此年になって御褒美でも
ありませんけれど切角ですから快諾致しまし
た．
あの画を持て居
る人もさそ滴足のコトと此丈ハ婚しく存居候
御近処の芦屋山口
氏本邸二あります．
近来の御健康如何
此間三夫上京一寸御様子
は拝承
いつもなから御不沙汰勝二相済ぬコトと存
候
二宜しく
祈御静狭
廿八日
【解説】「朝日賞」は、
大阪で朝日新聞が一八七九年に創刊され
拝 啓
oo.128 
后4,8
乍末奥様
下観世流謡曲に熱中し居れり」（「よみうり抄」「読売新冊
j
―九
一六（大正五）年七月三十一日）、「友人間切っての艶福家であ
り
咽喉自悛で都々逸などは、
2よ
いものだし謡曲も好きで得意と来
て
ゐる」（「五十年祝賀会」
B読売新聞」一九二四（大正十三）年六
月二十二日）などと書かれており、
謡曲にも造詣が深かったよう
．である。「放下」とは謡曲「放下倣」か。「十年の昔」は、
国四郎
が三夫を養子にしたときを指すのであろう
。
てから、
創刊五十周年の年にあたる昭和四年、
その「記念事業の
諸計酉」の一っとして創設された。「朝日貨を
設定し
てその年
度々々における我が国
文化の貢献者ーたとえば科学、
芸術、
スポ
ーツ、
航空その他の各方面に偉大なる功績ある人ぴとをもとめて
、
これを贈呈する」（『朝日新即社史」大正・昭和戦前絹、
朝日新聞
社、平成三年十月、
三二五頁）とされる。昭和八年一月二十五
日
「東京朝日新聞」の
「昭和七年度の朝日賞」の欄に「第十三回帝
展酉「緋毛熊
J
(ilia�金壱千円）帝国美術会貝
浣谷国四郎氏」
とある。 芦屋山口氏」とは、
関西の財閥として知られた山口家
のこ で
、その匹代且山口吉郎兵衛(-八八三ー一九五一）は「
美
術工芸品の虹集家としても知られ、
この況集品をもとに滴翠美術
館が設立された」（『日本近現代人名辞典」、
吉川弘文館、平成＋
三年七月‘
10九八頁）。「図録
大原美術館」（財団法人大原美
術館、
平凡社、
昭和五十六年六月）にも、（緋毛脆〉の欄に「
山
口吉郎兵衛
東京画廊
一九五0」とあり、
宙簡の内容と合致し
ている。⑰〔年代未詳〕ハガキ
ベン
【発信者襴】満谷国四郎【受信者欄
I
球田仁兄
御許ヘ
【発信局印】なし【受信局印】なし
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書簡⑰ （年代未詳〕
拝啓
実は片心二相待ち申居候処御不都合の内二て如何ニモ
残念
の事一・一御座候
次回之好時機ハ何時乎
御上京の節ハ御知せ奉願
侯草々
何も記念卜致ス者モ無之
拠所なくポンペイノ一信
〔ハガキ衷面に〈POMPEI,BACCANTE
E 
SATIRO 
CASA
 
DEI 
VETTII〉の画（カラー印刷）と印字、「ETTORE
RAGOZINO
-EDITORE 
NAPOLI」の印字あり〕
【解説】前号書簡④（明治三十四年七月二十四日、第一回渡欧中
）
に「一両日ノ中「ボンペー」二行キ」それから「「フロヲレンス
」
二参リ」とある。
また、
国四郎は第二回渡欧から焔国した直後の
〔参考〕金尾穫次郎書簡
⑲明治三十八年四月十一[-日
ハガキ
【発信者欄】神田区西今川町二【受信者欄】備中国西の浦郵便I発信局印】判読不能【受信局印】伺中
拝啓
乍早速満谷氏より越ヶ谷へ材を取りに行きて得たから十
五
日にとりにこひといふ御手紙下され候間
何卒貨稲しきふ願上奉
り度御頼申上候
画は明足の凡骨氏にて十日間に印刷彫刻
出来の約束仕候
【解説】「越ヶ谷へ材を取りに」と
は、
この年の六月に金尾文淵
堂から出版された泣照「白天姫」の
装丁
・挿絵を国四郎が担当
し
ていることから、
その「材」つまりモチーフを探しに「越ヶ谷」
へ出掛けた を指すか。「明星の凡骨氏
j
とは、「洋画を版下
と
した木版技術に新天地を開き、
与謝野鉄幹の「明星」で藤島武
二
西ノ浦
浅口郡連島大江
明治甘八年四月――二
日
フデ
金尾種次郎
口便
廿日
「十七日開かれた日本美術教会の常会席上でポンペイ発掘の話
を
した」（「朝日新聞」一九一四（大正三）年一月十八日）とあ
り、
第一一回渡欧中にもボンペイを訪れたかもしれない。
いずれにせよ、
本信はそのどちらかの播国後に発したその「記念」であろう
。
痺田淳介様
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らと協力した」（『美術家人名事典
j
日外アソシェーツ株式会社、
平成二十一年二月）とされる伊上凡骨で、「白玉姫」で用いられる国四郎の原画を版木に彫刻•印刷する手筈となっていたようである。
金尾種次郎が泣菓に原稲の催促をしていることからも、
この築
書が嘗かれた時点では、
まだr白玉姫」が完成していなかったこ
とが窟える。前号笹簡⑨（明治三十八年五月四日付）に「御作白玉姫のは先月中旬駄作ヲ金尾子二相渡 申筐候」とあり、
この業
甚が四月十三日のものであることから、
金尾は国四郎の原画出来
の報が届くとすぐ泣塑に「何卒投稿しきふ穎上」げていたことが分かる。
研究室受贈因書雑誌目録II
愛媛国文と教育（愛媛大学教育学部国語国文学会）四六大阪大谷 （大阪大谷大学日本語日本文学会）四三、
四四
日本学報（大阪大学大学院文学研究科日本学研究室）
大阪 学
【付記】前号同様、
貴狙な密簡の利用を御許可下さいました倉敷市に感
謝申し上げます。
また、
本稲の作成において
も、
博田泣猥顕彰会、
岡山県立美術館の御教示を得ました。
併せて感謝を申し上げます。
本稿は、
西山・山本の関わる大学院演習や研究会の成采に基づ
くものである。
その場に参加していた、
宮内和世・植田恵理・庄
伝佳・古川充・橘川透々•
藤原愛美・陳宇星・姜文姫・荒木喜
子・羽田まどか・楠謙吾•松原有佳里・横山茉莉（敬称略）等の賭氏もそれぞれに調査等で本稿の成立に寄与するところがあったことをここに銘記する。
（はばら
たくや
岡山大学大学院社会文化科学研究科）
（にしやま
こういち
岡山大学大学院社会文化科学研究科准教授）
（やまもと
ひでき岡山大学大学院社会文化科学研究科教授）
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